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最近、ソフトバンクのＹ！ｍｏｂｉｌｅや、ＫＤＤＩ系のＵＱモバイルなど、既存の⼤⼿キャリア以外
の格安通信事業者のテレビコマーシャルをよく⾒かけるようになりました。そのＣＭの量は、今が攻め
時と⾔わんばかりに⼤⼿キャリアを凌ぐ勢いを感じます。私は昨年後半から⽇本の携帯電話業界が変⾰
期に⼊ったと考えています。その前は２０１０年代前半の3⼤キャリアのドコモ、aｕ、ソフトバンクの
iPhoneの採⽤競争でした。今回の変⾰は⻑年携帯ビジネスの中⼼であった3⼤キャリア時代から、ＭＶ
ＮＯを含めた格安通信事業者が消費者の選択肢に⼊る時代の始まりです。

こう感じるのは、⾃⾝が最近ａｕからＹ！ｍｏｂｉｌｅにキャリアの変更をしたからです。その理由は
ポイントを含めた総合的なコストと、既存キャリアの魅⼒低下です。ａｕは２年契約を１年消化した程
度でしたので、途中解約の違約⾦や端末費⽤の⼀括償却をしましたが、それでもＹ！ｍｏｂｉｌｅに変
更する⽅がコスト的に有利でした。実はＹ！ｍｏｂｉｌｅはMVNOではなく、ソフトバンクが2012年に
買収したイー・アクセスの流れをくむ携帯キャリアです。２０１５年にソフトバンクに吸収合併され⼀
部⾨となっていますが、名前の通りソフトバンクグループのヤフーを前⾯にだしたマーケティングを
⾏っています。

肝⼼の⽉額コストですが端末を⾃分で⽤意すれば、電話料⾦込みで２GB１９８０円、６GB２９８０円、
１４GB４９８０円（⼀定の条件を満たした場合。2017年3⽉現在。）の３本のみです。⼤⼿キャリアの
場合、複雑な料⾦体系で普通の⼈は何にお⾦を払っているのかわからないことも多いと思いますが、端
末コストを除くと⼤体５GBで７０００円を超える程度です。毎⽉６GB程度の通信を⾏う私の場合は、
Ｙ！ｍｏｂｉｌｅに変えることで⽉々４０００円から５０００円のコストカットになります。
ただＹ！ｍｏｂｉｌｅで最新のモデルを使おうとすると⾃分で１０万円近くする端末を購⼊する必要が
ありますが、こだわらなければ極めて低コストで運⽤が可能となります。

Ｙ！ｍｏｂｉｌｅの場合、回線はソフトバンクと共有していますので、通信速度はソフトバンクと同⼀
です。５年ほど前のソフトバンクの回線は他社に劣っていましたが、イー・アクセスの買収とその後の
設備投資で今は他社より⾼速な場合も多くなりました。

値段に関しては他の格安通信事業者より安いとはいえません。ただ強みはソフトバンクとヤフーを使っ
たサービスの広がりです。3⼤キャリアの1つであるドコモがiPhoneを販売するようになり、ポイント戦
略が重要な差別化要因となっています。ドコモはdポイント、ａｕはａｕウォレット、ソフトバンクはＴ
ポイントをポイントプログラムとして採⽤しています。この中で多様性が抜きんでているのがソフトバ
ンクです。もともとＴポイントは⽇本では最⼤規模のポイントサービスです。そこにソフトバンクとヤ
フーのポイントを統合しました。その結果、ソフトバンクとＹ！ｍｏｂｉｌｅの携帯ユーザーは、Ｅコ
マースに多くの販促を投⼊するヤフーのショッピングポイントをダイレクトに受け取れるようになりま
した。他のキャリアのサービスでは、主⼒はdポイントやａｕウォレットといったキャリア⾃⾝がコスト
をかけるポイント販促が中⼼です。ところがソフトバンクとＹ！ｍｏｂｉｌｅは、キャリア⾃⾝だけで
なくヤフーショッピングからもメリットを受けることができます。ヤフーはインターネット広告から収
益をあげ、それをショッピングの販促に投⼊しています。実はこの構造は、楽天のポイント販促の仕組
みに似ています。ヤフーはショッピング単体では⾚字です。ただ広告関連で分厚い収益があるので他社
でまねのできない販促を⾏うことができるのです。
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⽇本株ファンドマネージャーの視点

※このレポートでは、⽇本株ファンドマネージャーが注⽬しているトピックなどを毎週お届けします。

『ポイント天国と携帯キャリアの未来』
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またソフトバンクグループの戦略として、Ｙ！ｍｏｂｉｌｅユーザーに極めて多くのショッピングポイ
ントを付与し始めています。イメージとしてはＹ！ｍｏｂｉｌｅユーザーがヤフーサイトでショッピン
グすると、最低１５％分のポイント還元、多い場合は３０％還元のサービスを恒常的に受けることがで
きるのです。この理由はヤフーが⾃社のショッピングサイトの顧客や流通総額を増やすために、意図的
にソフトバンクとＹ！ｍｏｂｉｌｅの携帯ユーザーに⼿厚い販促を⾏っているからです。ユーザーを絞
りながら⾼⽔準のポイントを付与することで効率的に優良顧客を増やし、収益の増加を⽬指しています。

このことは今後の携帯キャリアの株価に⼤きな⽰唆を与えます。これまでスマホユーザーの増加とそれ
に伴う通信ＡＲＰＵの上昇で、3⼤キャリアの利益⽔準と株価は⼤きく上昇してきました。直近では総務
省による端末の廉価販売の規制で販促費が減り、さらに利益⽔準が上昇しました。ところが株価は3社と
も冴えません。実はＹ！ｍｏｂｉｌｅやＵＱモバイル、その他ＭＶＮＯへのＭＮＰが増加しており、将
来的な収益の頭打ちを株価が織り込み始めたのです。まさにこの変化に気付いた合理的な⼈から、Ｙ！
ｍｏｂｉｌｅ等の格安系へのシフトが始まったのです。

ヤフーの業績が順調になればなるほど、Ｙ！ｍｏｂｉｌｅユーザーへのポイントは増加し、⼤⼿キャリ
アの成熟化が進みそうです。
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